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水越鉄理 : 甲状軟骨膜 よ り 発生 し た と 思わ れ る 良性
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58) 安田健二， 中川 肇， 大井秀哉， 大橋直樹，
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第245回 目 耳鼻北 陸地方部会連合会， 1986， 12， 金
沢.
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64) 大橋直樹， 吉田行夫， 長崎孝敏， 安田健二，
渡辺行雄， 水越鉄理， 上山武史 : 喉頭癌頚部転移に
対す る バ イ パ ス 手術経験. 第 6 回 日 耳鼻富 山 県地方
部会， 1986， 3 ， 富 山.
65) 将積 日 出夫， 水越鉄理 : ネ コ に お け る 前庭神
経核投射 プル キ ン エ細胞の小脳の小節お よ び虫部垂
内 の局在. 第 6 回 目 耳鼻富 山 県地方部会， 1986， 3 ， 
富 山.
66) 長崎孝敏， 大井秀哉， 大橋直樹， 渡辺行雄，
水越鉄理 : 当科 に お け る voice prosthesis (低圧型
人工喉頭) の使用経験. 第 6 回 日 耳鼻富 山 県地方部
会， 1986， 3 ， 富 山.
67) 渋谷知子， 麻生 伸， 浅井正嗣， 大井秀哉，
大村明彦， 安田健二， 渡辺行雄， 水越鉄理 : 当科に
お け る 外 リ ンパ痩の治療経験. 第 6 回 日 耳鼻富 山 県
地方部会， 1986， 3 ， 富 山.
68) 神田憲一， 渋谷知子， 大井秀哉， 渡辺行雄 :
巨大 な る 前頭洞嚢腫の一例. 第 6 回 日 耳鼻富 山 県地
方部会， 1986， 3 ， 富 山.
69) 上田晋介， 麻生 伸， 長崎孝敏， 渡辺行雄 :
電極位置の違い に よ る 蛸電図波形の検討. 第 7 回 日
耳鼻富 山 県地方部会， 1986， 1 1， 富 山.
70) 長崎孝敏， 麻生 伸， 渡辺行雄 : 難聴 と 顔面
神経麻癖 を 伴 っ た 大理石骨病の 1 症例. 第 7 回 日 耳
鼻富 山 県地方部会， 1986， 11 ， 富 山.
71) 安田健二， 中川 肇， 小林英人， 麻生 伸，
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第 7 回 日 耳鼻富 山 県地方部会， 1986， 11， 富 山.
72) 伊東宗治， 中川 肇， 安田健二 : 耳痩孔頚痩
に感音難聴 を伴 っ た 一家系. 第 7 回 日 耳鼻富 山 県地
方部会. 1986， 1 1， 富 山.
73) 神田憲一， 浅井正嗣， 稲葉博司， 大橋直樹，
渡辺行雄 : 甲状軟骨か ら 発生 し た 良性線維組織球腫
の一例. 第 7 回 日 耳鼻富 山 県地方部会， 1986， 11， 
富 山.
74) 五十嵐良和， 吉田行夫， 稲葉博司 : 喉頭ア ミ
ロ イ ド ー シ ス の 一例. 第 7 回 日 耳鼻富 山 県地方部会，
1986， 11 ， 富 山.
75) 大村明彦， 大橋直樹， 稲葉博司， 渡辺行雄，
水越鉄理， 五十嵐行啓， 佐々 学 : ア レ ル ギ、一性鼻
炎 に対す る ユ ス リ カ 抗原 に つ い て . 第 4 回 日 耳鼻免
疫ア レ ル ギ ー研究会， 1986， 3 ， 神奈川 .
76) 水越鉄理 : 第 2 回 国際内 耳外科 シ ン ポ ジ ウ
ム お よ び ワ ー ク シ ョ ッ プの報告. 昭和61年度前庭機
能異常調査研究班第 1 回総会， 1986， 8 ， 京都.
77) 渡辺行雄， 水越鉄理， 大橋直樹， 大村明彦，
伊東宗治， 神田憲一， 安田健二 : 前庭神経炎の経過.
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富 山県 に お け る 前庭機能異常例 の疫学的調査 (第 2
報) . 昭和60年度厚生省前庭機能異常調査研究班第
2 回総会， 1986， 2 ， 京都.
79) 水越鉄理 : 特別講演一平衡機能検査 へ の コ
ン ビ ュ ー タ の応用. 第14回 日 耳鼻静岡 県地方部会，
1986， 7 ， 静岡.
80) 渡辺行雄 : 後迷路性前庭障害 の 検査法 と 前
庭神経炎診断上の 問題点. シ ン ポ ジ ウ ム “前庭神経
節細胞 と 前庭神経炎ヘ 第130回 日 耳鼻山 口 県地方部
会， 1986， 9 ， 山 口 .
81)  水越鉄理 : 特別講演-め ま い の 臨床 と 治療.
日 耳鼻大分県地方部会 (豊耳会) ， 1986， 10， 大分.
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第 4 回頭頚部外傷懇話会， 1986， 1 1， 福 岡.
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地方部会， 1986， 12， 山形.
84) 渡辺行雄， 水越鉄理， 大橋直樹， 大村明彦，
伊東宗治， 安田健二， 神田憲一 : 前庭神経炎 の経過
と 問題点. 第22回 日 耳鼻新潟県地方部会， 1986， 6 ， 
新潟.
85) 沢田克郎， 小林英人 : 乗物酔い の20症例. 第
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